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記入日：令和２年 ２月 ９日

令和２年度 特別養護老人ホーム かえでユニット運営計画書

～私たちは、地域に信頼されるべき存在であり続けます～

中期経営計画目標 ：“ＫＡＩＧＯ × テクノロジー”

(2020.4-2023.3) ～超高齢化社会・生産年齢人口急減社会にあっても、地域の皆様に高品質のサービスをお届けするために～

法人事業計画目標 ：“６つの方針”と“１６のチャレンジ・アクションプラン”

～ワン＆オンリーの先進的事業所として、高品質のＫＡＩＧＯサービスをお届けします～

ユニット運営計画目標：行動に根拠を

行 動 計 画 表 (期間：令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日)

区分 項目 ねらい 手順
具体的行動計画（実践をするために何をするか）

実施結果と今後の展望
誰が 誰に対して 何を どのように いつまでに

個別ｹｱ

の基本

につい

て

1-①

1-⑤

ﾕﾆｯﾄｹｱや法人理念を理解

するため社会人としての

あり方を勉強し規律性を

向上させる

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活相談員

ｹｱﾜｰｶｰ

規律性を

向上させ

る

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する

通年

実行 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

毎月のﾕﾆｯﾄ会議にて経営理

念の復唱をして確認する

毎月

年間勉強会ｽｹｼﾞｭｰﾙに沿い、4

回/年人事考課の規律性の項

目について勉強会を開催す

る

4 月

7 月

10 月

1 月

施設長 ﾌﾛｱﾘｰﾀﾞｰ 作成者
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評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 人事考課を通じて評価を行

う

12 月

ｹｱの質

を保つ

ために

4-④

4-⑤

在宅生活の維持継続のた

め機能訓練、生活ﾘﾊﾋﾞﾘ

を勉強し取り入れる

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活相談員

ｹｱﾜｰｶｰ

機能訓練、

生活ﾘﾊﾋﾞﾘ

を行う｡

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する

通年

実行 ｹｱﾜｰｶｰ ﾘﾊﾋﾞﾘ見学を実施し見学者が

ﾕﾆｯﾄ会議でﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを行う

9 月までに

ﾘﾊﾋﾞﾘの概念を業務の中に組

み込むｼｽﾃﾑを作る

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 評価を行い、課題の抽出を行

う

12 月

1 月

認知症ｹｱを行うために病

型分類質問票 DDQ43 を使

用し状態に合わせた介護

を行う

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活相談員

ｹｱﾜｰｶｰ

認知症分

類を行う｡

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する

5 月～

実行 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

病型分類質問票 DDQ43 を使

用し認知症の分類を行う

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 評価を行い、課題の抽出を行

う

9 月

1 月

入居者

にそれ

ぞれの

暮らし

を続け

てもら

うため

に

3-④

3-㉗

見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ(眠り

SCAN)と排せつ予測ﾃﾞﾊﾞｲ

ｽ(DFree)を活用し、夜間

の排せつ状況と眠りの様

子を見える化し個人に合

った排せつ介助を行う

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活相談員

ｹｱﾜｰｶｰ

個人に合

った排せ

つ介助を

行う｡

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する

実行 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

眠り SCAN と DFree を活用し

覚醒や排尿があった際に介

入を行う

DFree 導 入

後

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 評価を行い、課題の抽出を行

う

9 月

1 月

入居者

が自分

2-⑨ 持ち込みの荷物が整理し

やすいようにﾊﾝｶﾞｰﾗｯｸを

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 居室の設

えを行う｡

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する
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の住ま

いと思

えるた

めに

購入し使用する 実行 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ｽﾀｯﾌと意見交換を行い､購入

する

6 月

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 評価を行い、課題の抽出を行

う

9 月

その他 (14)ﾃｸﾉﾛｼﾞ【ー介護看護記

録ｼｽﾃﾑ(ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ)､見守

り支援ﾛﾎﾞｯﾄ(眠りSCAN)、

排泄予測ﾃﾞﾊﾞｲｽ(D-Free)

等】を活用することで働

き手の減少へ対応する

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 生活相談員

ｹｱﾜｰｶｰ

各機器の

専門家を

作る

ﾕﾆｯﾄ会議にて運営計画を説

明する

実行 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｹｱﾜｰｶｰ

各機器に担当者をつける 4 月

ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝ：ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

見守りｼｽﾃﾑ：ｹｱﾜｰｶｰ

DFree:ｹｱﾜｰｶｰ

眠り SCAN：ｹｱﾜｰｶｰ

各担当者はﾕﾆｯﾄ会議にて運

用方法を摸索し業務改善を

行う

6 月

10 月

評価 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 評価を行い、課題の抽出を行

う

9 月

1 月

※その他については、ユニット運営項目とは別に「“6 つの方針”と“16 のアクション・チャレンジプラン”」に関連した項目を記載すること(例.ICT ・介

護ロボット・機器等の利活用の取組、研修等への取組、情報発信・見える化への取組など)


